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建設当初のペンストックは錬鉄製の鋲接管だったという



南禅寺南禅寺

平安神宮

南禅寺船溜

蹴上船溜蹴上船溜

蹴上発電所蹴上発電所

ペンストックペンストック

疎水ダム疎水ダム

蹴上蹴上
発電所発電所 イ

ン
ク
ラ
イ
ン

イ
ン
ク
ラ
イ
ン

琵琶湖疎水琵琶湖疎水
京都川出水口京都川出水口

蹴上浄水場蹴上浄水場

府道府道143143号線号線
旧旧11号線・旧東海道

号線・旧東海道

史跡史跡 琵琶湖疎水琵琶湖疎水
((蹴上地区蹴上地区))

三条通
三条通

鉄の風景・鉄のモニュメント鉄の風景・鉄のモニュメント 2015.11.7.2015.11.7.

史跡琵琶湖疎水史跡琵琶湖疎水 蹴上発電所水圧鉄管とインクライン蹴上発電所水圧鉄管とインクライン
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すっかり紅葉した南禅寺界隈Walk。久 しぶりに東山の山腹に沿って京都の街へ流れ下って行く
蹴上の疎水べりを歩きました。
京都と滋賀の人がじゃれあうと「琵琶湖の 水止めるぞ」「疎水のみず止められたらかなんわ」
などと決まってそんな話になる。

琵琶湖から京都東山をくりぬいて京都に水を送る琵琶湖疎水は京都の生命線。
琵琶湖疎水が建設されたのは明治時代であるが、今も現役。京都の生命線には変わりなし。

東山をトンネルでくり抜いて、琵琶湖の水を京都に送るという発想もさることながら、京都への水
の供給・大阪から琵琶湖への積み替えなしの水運そして疎水の水を利用した発電。 そしてそれ
を利用した市電の開通・京都市街地整備・産業振興と 明治の初めによくもまあ計画的にインフラ
整備とがなされたものだと。 百年の計 それが今も現役で京都の発展を支えている。

また、これら疎水沿いに点在する諸施設は東山の秋を彩る山腹に溶け込んで、美しい鉄の風景
を作っていました。 2015.11.7. by Mutsu Nakanishi



琵琶湖疎水蹴上琵琶湖疎水蹴上 蹴上発電所蹴上発電所& & インクラインインクライン 2015.11.7.2015.11.7.



琵琶湖疎水蹴上琵琶湖疎水蹴上 蹴上発電所蹴上発電所& & インクラインインクライン 2015.11.7.2015.11.7.



明治14年2月，京都に近く水量の豊かな琵琶湖に着目し，疏水を開削
することにより，琵琶湖と宇治川を結ぶ舟運を開き，同時に動力（水車），
灌漑，防火などに利用して，京都の産業を振興することを目的に計画。
計画実現のため，疏水線路の調査，測量，設計にとりかかり、
明治18年1月29日政府の起工特許を受け，同年6月に着工。
明治23年3月に大津から鴨川合流点までを完成。
そこから伏見までは明治25年11月に着工し，明治27年9月完成。

第1トンネルは長さが2，436メートルもあり，完成を危ぶむ難工事。
わが国で初めて竪坑利用による工法を採用し，れんが・材木も直営で
生産し，ほとんど人力による工事。
琵琶湖疏水は着工から5年後の明治23（1890）年に完成しましたが，
同時に水力発電所を建設をしたおかげで，新しい工場が生まれ，
路面電車も走り出し，京都は活力を取り戻しました。

それから20年後，更に豊かな水を求めて第2疏水を建設し，
同時に水道と市営電車を開業したことで，
今日の京都のまちづくりの基礎ができあがった。
琵琶湖疏水は今も京都に琵琶湖の水を供給し続け、
まさしく京都に命の水をもたらしてくれている。

京都の水道は明治45年4月蹴上浄水場より給水を開始し
ましたが，その浄水方式には急速ろ過が採用されました。
今でこそ一般的なものとなりましたが， 当時我が国で初
めてこの急速ろ過方式を採用したのが蹴上浄水場です。
給水開始当時の京都市人口は約50万人で，
このうち給水人口は約4万人，一日の最大給水量は約3万
立方メートルでしたが，今日では一日最大給水量も約70万
立方メートルとなりました。
現在は一日最大95万1千立方メートルが給水できます。
京都市は明治の偉大な先人たちが開削した疏水のおかげで
こうした命の水を確保できている。

琵琶湖疎水建設による京都振興 水運・発電・上水のインフラ整備と産業振興



蹴上発電所
日本で最初の事業用水力発電所日本で最初の事業用水力発電所
第１期工事１８９０（明治２３）年２月起工
１８９１（明治２４）年１１月送電開始
第１期工事：１８９７（明治３０）年５月竣工
第２期工事：１９１２（明治４５）年２月竣工
第３期工事：１９３６（昭和１１）年竣工

１８９１（明治２４）年に日本最初の水力発電所である「蹴上発電所」が「琵琶湖
疎水」（１８８５<明治１８>年６月起工、１８９０<明治２３>年４月竣工）の豊富な
用水を利用して蹴上に完成。１８９１（明治２４）年１１月に送電を開始。
ここで発電された電気は京都市内の時計工場や紡績工場に動力用電力とし
て供給され、インクラインの運転動力もこの電力を利用。
また、１８９５（明治２８）年２月に開通した京都電気鉄道・伏見線（日本で最初
の市街電車）にも電力を供給するなど、新しい産業の振興に大きく貢献し、京
都市発展の一大原動力となりました。

蹴上発電所水圧鉄管

（有効落差 ３６ｍ）

第１期工事１８９０（明治２３）年２月起工 １８９７（明治３０）年５月
竣工
１８９１（明治２４）年１１月送電開始
・ペルトン水車（１２０馬力）・・・・・・・・ ２台

・エジソン式直流発電機（８０ｋＷ）・・・２台
1897(明治30)竣工時
・ペルトン水車（１２０馬力）・・・・・・・・２０台
※ペルトン水車は少なくとも６台が米国・ペルトン社（サンフランシスコ）

で、
２台が石川島播磨重工業で製造

・発電機（７５～２００ｋＷ）・・・・・１９台 直流発電機７台、交
流発電機１２台

※発電機は輸入１８台、芝浦製作所製１台で電圧や周波数は統一さ
れていない。

第２期工事：１９１２（明治４５）年２月竣工
出力 ４８００ ｋＷ

・横軸フランシス水車（１７００馬力）・・・５台（輸入）
・交流発電機（１２００ｋＷ）・・・・・・・・・・ ５台（輸入）

第３期工事：１９３６（昭和１１）年竣工
出力 ５７００ｋＷ

１９７９（昭和５４）年 出力４５００ ｋＷ（琵琶湖疎水の水道使用量増加
による）

・縦軸フランシス水車・・・・２台（国産）
・交流発電機・・・・・・・・・・２台（国産）

蹴上発電所取水口水門

明治４５（１９１２）年：旧建屋廃止 現在、さらに別の建屋にて運用中



第1疏水縦断面図



第1疏水縦断面図



蹴蹴 上上

紅葉した東山山腹紅葉した東山山腹 琵琶湖疎水に沿って琵琶湖疎水に沿って
蹴上蹴上 京都側出水口周辺を歩く京都側出水口周辺を歩く

2015.11.7.2015.11.7.



2015.11.7.  2015.11.7.  南禅寺境内南禅寺境内



2015.11.7.  2015.11.7.  南禅寺南大門南禅寺南大門



2015.11.7.  2015.11.7.  南禅寺南大門南禅寺南大門



南禅寺境内南禅寺境内 琵琶湖疎水琵琶湖疎水 水路閣水路閣 2015.11.7.2015.11.7.



南禅寺境内の人の多さから逃れて南禅寺境内の人の多さから逃れて 水路閣の上に登って水路閣の上に登って 疎水沿いを蹴上へ疎水沿いを蹴上へ
久しぶりにインクライン・琵琶湖疎水の京都側出水口を身に行く久しぶりにインクライン・琵琶湖疎水の京都側出水口を身に行く



水路閣から水路を南禅寺境内南山裾沿いに歩いて水路が南から東へ水路閣から水路を南禅寺境内南山裾沿いに歩いて水路が南から東へ
直角に曲がる角に出る。ここでは水が貯まり、関西電力の立入禁止看板直角に曲がる角に出る。ここでは水が貯まり、関西電力の立入禁止看板
があり、水路奥に鉄の水門が見える。があり、水路奥に鉄の水門が見える。 あまり記憶がなかったのですが、あまり記憶がなかったのですが、
琵琶湖疎水の水を下に落として発電する蹴上発電所の上部の水の取り琵琶湖疎水の水を下に落として発電する蹴上発電所の上部の水の取り
入れ口がここ。初めて知りました。入れ口がここ。初めて知りました。 水路の横を回り込むと右手が開け、水路の横を回り込むと右手が開け、
足元には大きな鉄管が足元には大きな鉄管が22本下へ伸びていました。本下へ伸びていました。 2015.11.7.2015.11.7.



疎水を南に回り込んだところに山腹際の疎水に沿って回り込むと関西電力京都電力所の鉄扉があり、先ほど見えた山腹際の疎水に沿って回り込むと関西電力京都電力所の鉄扉があり、先ほど見えた
疎水に架かる水路水門などのダム設備疎水に架かる水路水門などのダム設備 そしてその向こうで疎水の水が下に勢いよくそしてその向こうで疎水の水が下に勢いよく
流れ落ちているのが垣間見える。流れ落ちているのが垣間見える。
明治の京都の近代化に欠かすことができなかった水と共に電力を供給した発電所明治の京都の近代化に欠かすことができなかった水と共に電力を供給した発電所((蹴蹴
上発電所上発電所))の上部ダムサイド。の上部ダムサイド。 それが今も運用されているのを初めて知りました。それが今も運用されているのを初めて知りました。
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疎水を貯水池とした蹴上発電所のダムサイト疎水を貯水池とした蹴上発電所のダムサイト 今今
も現役運用されているのを初めて知りました。も現役運用されているのを初めて知りました。 2015.11.7..2015.11.7..



ダムサイト際の通路には橋が架かり 下の発電所に
水を送る水圧鉄管2条が伸びていました

蹴上発電所の水圧鉄管蹴上発電所の水圧鉄管((ペンストックペンストック))

水圧鉄管：２条水圧鉄管：２条
内径２８００～２２４６ｍｍ、内径２８００～２２４６ｍｍ、
板厚９～１４ｍｍ、板厚９～１４ｍｍ、
延長２４５．５１ｍ延長２４５．５１ｍ、、



蹴上発電所の水圧鉄管蹴上発電所の水圧鉄管((ペンストックペンストック))



琵琶湖疎水琵琶湖疎水 蹴上発電所のダムサイト蹴上発電所のダムサイト
今も現役運用されているのを初めて知りました。今も現役運用されているのを初めて知りました。 2015.11.72015.11.7....



琵琶湖疎水琵琶湖疎水 蹴上発電所のダムサイト蹴上発電所のダムサイト
今も現役運用されているのを初めて知りました。今も現役運用されているのを初めて知りました。 2015.11.7.2015.11.7.
「この琵琶湖疎水の諸施設は明治の近代化に大きな役割を果た「この琵琶湖疎水の諸施設は明治の近代化に大きな役割を果た
した明治の近代化遺産」・した明治の近代化遺産」・ 鉄のモニュメント鉄のモニュメント はっと気が付くはっと気が付く



東山の山腹沿い琵琶湖疎水が流れてくるこの周辺の山腹は蹴上公園として整備されている。東山の山腹沿い琵琶湖疎水が流れてくるこの周辺の山腹は蹴上公園として整備されている。
2015.11.7.2015.11.7. 琵琶湖疎水蹴上公園琵琶湖疎水蹴上公園



東山の山腹沿い琵琶湖疎水が流れてくるこの周辺の山腹は蹴上公園として整備されていて、東山の山腹沿い琵琶湖疎水が流れてくるこの周辺の山腹は蹴上公園として整備されていて、
すぐ南側の下には琵琶湖疎水ｲﾝｸﾗｲﾝのレールが見え、すぐ南側の下には琵琶湖疎水ｲﾝｸﾗｲﾝのレールが見え、
眼下遠くには平安神宮の赤い鳥居が見えている眼下遠くには平安神宮の赤い鳥居が見えている 2015.11.7.2015.11.7. 琵琶湖疎水蹴上公園琵琶湖疎水蹴上公園



すぐ南側の下には琵琶湖疎水ｲﾝｸﾗｲﾝのレールが見えるすぐ南側の下には琵琶湖疎水ｲﾝｸﾗｲﾝのレールが見える 2015.11.7.2015.11.7. 琵琶湖疎水蹴上公園琵琶湖疎水蹴上公園



蹴上公園にある琵琶湖疎水の主任技師 田辺 朔郎像
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インクラインインクライン 上部上部 蹴上船溜蹴上船溜 2015.11.7.2015.11.7.



インクライン上部インクライン上部 蹴上船溜から京都側出水口周辺を眺める蹴上船溜から京都側出水口周辺を眺める 2015.11.7.2015.11.7.
向こうに見える橋が大神宮橋向こうに見える橋が大神宮橋



琵琶湖疎水 京都側出水口 第3トンネル西口
疎水右側に蹴上上水場 取水口が見える 大神宮橋より 2015.11.7.



京都側出水口 第3トンネル西口
美哉山河（うるわしきかなさんが）の扁額
が記されているというのですが、
よく見えなかった。



琵琶湖疎水 京都側出水口周辺 大神宮橋周辺より 2015.11.7.



蹴上浄水場蹴上浄水場 取水設備取水設備 2015.11.7.2015.11.7.



蹴上から九条山・逢坂山の峠を越えて大津へ蹴上から九条山・逢坂山の峠を越えて大津へ 府道府道143143号号
旧東海道・旧国道旧東海道・旧国道11号線の三条通りがすぐ横に号線の三条通りがすぐ横に 地下には地下鉄が通っている地下には地下鉄が通っている



東へ東へ 蹴上から九条山・逢坂山の峠を越えて大津へ蹴上から九条山・逢坂山の峠を越えて大津へ 府道府道143143号号
旧東海道・旧国道旧東海道・旧国道11号線の三条通りがすぐ横に号線の三条通りがすぐ横に 地下には地下鉄が通っている地下には地下鉄が通っている



西の三条大橋へ西の三条大橋へ 三条通りが蹴上の坂を下って行く三条通りが蹴上の坂を下って行く



京都側出水口京都側出水口 神宮橋神宮橋

京都側出水口の神宮橋横に建つ琵琶湖疎水案内板京都側出水口の神宮橋横に建つ琵琶湖疎水案内板



明治14年2月，京都に近く水量の豊かな琵琶湖に着目し，疏水を開削
することにより，琵琶湖と宇治川を結ぶ舟運を開き，同時に動力（水車），
灌漑，防火などに利用して，京都の産業を振興することを目的に計画。
計画実現のため，疏水線路の調査，測量，設計にとりかかり、
明治18年1月29日政府の起工特許を受け，同年6月に着工。
明治23年3月に大津から鴨川合流点までを完成。
そこから伏見までは明治25年11月に着工し，明治27年9月完成。

第1トンネルは長さが2，436メートルもあり，完成を危ぶむ難工事。
わが国で初めて竪坑利用による工法を採用し，れんが・材木も直営で
生産し，ほとんど人力による工事。
琵琶湖疏水は着工から5年後の明治23（1890）年に完成しましたが，
同時に水力発電所を建設をしたおかげで，新しい工場が生まれ，
路面電車も走り出し，京都は活力を取り戻しました。

それから20年後，更に豊かな水を求めて第2疏水を建設し，
同時に水道と市営電車を開業したことで，
今日の京都のまちづくりの基礎ができあがった。
琵琶湖疏水は今も京都に琵琶湖の水を供給し続け、
まさしく京都に命の水をもたらしてくれている。

京都の水道は明治45年4月蹴上浄水場より給水を開始し
ましたが，その浄水方式には急速ろ過が採用されました。
今でこそ一般的なものとなりましたが， 当時我が国で初
めてこの急速ろ過方式を採用したのが蹴上浄水場です。
給水開始当時の京都市人口は約50万人で，
このうち給水人口は約4万人，一日の最大給水量は約3万
立方メートルでしたが，今日では一日最大給水量も約70万
立方メートルとなりました。
現在は一日最大95万1千立方メートルが給水できます。
京都市は明治の偉大な先人たちが開削した疏水のおかげで
こうした命の水を確保できている。

琵琶湖疎水建設による京都振興 水運・発電・上水のインフラ整備と産業振興



京都発展の原動力となった日本最初の水力発電所

琵琶湖疎水蹴上発電所



琵琶湖疏水取水口から京都の蹴上までの距離は約8.4kmで、 いくつかのトンネルが刳り抜かれた。
疏水は、大津の取水口から長等山下のトンネルを流れ、山科盆地を経て京都市内に入る。
その後、蹴上で２つに分かれ、
一つは鴨東(おうとう)運河となり鴨川との出会(であい)へ、もう一つは疏水分線となり小川頭へ。
疏水の総延長20㎞、取水量は8.35m3/秒である。
鴨川と疏水との間には約36mの高低差がある。この水位差を電気仕掛けのインクライン
(傾斜鉄道、急勾配鉄道) で克朊された。
因みに、船は鴨川から鴨東運河を通航して、南禅寺の傍にある⌈南禅寺船溜⌋にいたる。
そこでインクラインの船架台車に載せられ、 582mの距離(当時世界最長)を ⌈蹴上船溜⌋まで
引き上げられ、その後は運河をつたって琵琶湖まで遡って行った。
このインクライン・システムで乗客の乗り換えや貨物の載せ替えをすることなく、大阪湾から琵琶湖の間を行き来することができた。

鴨川と琵琶湖疏水と高低差約36m克服のために
建設されたインクライン

大阪湾～淀川～宇治川(三栖閘門)～鴨川運河～鴨東運河
～ 南禅寺船溜 ～インクライン～蹴上船溜 ～琵琶湖第一疏水～琵琶湖(大津)

南禅寺船溜南禅寺船溜

蹴上船溜蹴上船溜

インクラインインクライン





第1疏水縦断面図



第1疏水縦断面図



蹴上船溜りからインクラインの中を蹴上船溜りからインクラインの中を
まっすぐ下るまっすぐ下る

2015.11.7.2015.11.7. 蹴上船溜蹴上船溜



2015.11.7.2015.11.7. 蹴上船溜蹴上船溜



インクライン上部より眺める インクライン傾斜を下る軌条 2015.11.7.



疎水ダムから下の発電所へ伸びる水圧鉄管疎水ダムから下の発電所へ伸びる水圧鉄管 2015.11.7.2015.11.7.インクラインよりインクラインより



疎水ダムから下の発電所へ伸びる水圧鉄管 2015.11.7. インクラインより



水圧鉄管：２条水圧鉄管：２条
内径２８００～２２４６ｍｍ、内径２８００～２２４６ｍｍ、
板厚９～１４ｍｍ、板厚９～１４ｍｍ、
延長２４５．５１ｍ延長２４５．５１ｍ、、

疎水ダムから下の発電所へ伸びる水圧鉄管 2015.11.7. インクラインより



傾斜を登るインクライン軌条傾斜を登るインクライン軌条 2015.11.7.2015.11.7. 左左::疎水疎水 右右::府道が眺められる府道が眺められる



インクラインを上下する台車 南禅寺船溜へ下る途中で 2015.11.7.



三条通側よりインクラインを眺める 2015.11.7.



インクライン 南禅寺船溜へ下る途中で 2015.11.7.

三条通りが大きく左へカーブし、 その角に発電所のレンガの建物が見える



三条通りと分岐した仁王門通り側インクラインより 発電所建屋を眺める 2015.11.7.



仁王門分岐三条通りより蹴上の坂を眺める仁王門分岐三条通りより蹴上の坂を眺める 正面にインクライン正面にインクライン 2015.11.7.2015.11.7.



仁王門・三条通分岐点より仁王門・三条通分岐点より 下の発電所を眺める下の発電所を眺める 2015.11.7.2015.11.7.



仁王門・三条通分岐点より仁王門・三条通分岐点より 下の発電所に入る水圧鉄管を眺める下の発電所に入る水圧鉄管を眺める 2015.11.7.2015.11.7.





すっかり紅葉した南禅寺界隈Walk。久 しぶりに東山の山腹に沿って京都の街へ流れ下って行く
蹴上の疎水べりを歩きました。
京都と滋賀の人がじゃれあうと「琵琶湖の 水止めるぞ」「疎水のみず止められたらかなんわ」
などと決まってそんな話になる。

琵琶湖から京都東山をくりぬいて京都に水を送る琵琶湖疎水は京都の生命線。
琵琶湖疎水が建設されたのは明治時代であるが、今も現役。京都の生命線には変わりなし。

東山をトンネルでくり抜いて、琵琶湖の水を京都に送るという発想もさることながら、京都への水
の供給・大阪から琵琶湖への積み替えなしの水運そして疎水の水を利用した発電。 そしてそれ
を利用した市電の開通・京都市街地整備・産業振興と 明治の初めによくもまあ計画的にインフラ
整備とがなされたものだと。 百年の計 それが今も現役で京都の発展を支えている。

また、これら疎水沿いに点在する諸施設は東山の秋を彩る山腹に溶け込んで、美しい鉄の風景
を作っていました。 2015.11.7. by Mutsu Nakanishi



鉄の風景・鉄のモニュメント鉄の風景・鉄のモニュメント 2015.11.7.2015.11.7.

史跡史跡 琵琶湖疎水琵琶湖疎水 日本最初の発電所 蹴上発電所水圧鉄管蹴上発電所水圧鉄管 とと インクラインインクライン

建設当初のペンストックは錬鉄製の鋲接管だったという



2015.11.7.  2015.11.7.  南禅寺南大門南禅寺南大門



南禅寺南禅寺

平安神宮

南禅寺船溜

蹴上船溜蹴上船溜

蹴上発電所蹴上発電所

ペンストックペンストック

疎水ダム疎水ダム

蹴上蹴上
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琵琶湖疎水琵琶湖疎水
京都川出水口京都川出水口

蹴上浄水場蹴上浄水場

府道府道143143号線号線
旧旧11号線・旧東海道

号線・旧東海道

史跡史跡 琵琶湖疎水琵琶湖疎水
((蹴上地区蹴上地区))

三条通
三条通

鉄の風景・鉄のモニュメント鉄の風景・鉄のモニュメント 2015.11.7.2015.11.7.

史跡琵琶湖疎水史跡琵琶湖疎水 蹴上発電所水圧鉄管とインクライン蹴上発電所水圧鉄管とインクライン

琵琶湖疎水琵琶湖疎水
哲学の小道哲学の小道


